
別紙① 

令和５年度１２月補正予算主要施策 

施策名 
（予算事業名） 

マイナンバーカードを活用した「書かない窓口」の拡充 

（マイナンバー推進事業） 

新規 

拡充 

予算書 

（P14） 

令和５年度 
１２月補正 
予算額 

ノーライトシステム構築委託料（3,200 千円）  
合 計 

3,200 千円 
 

 

概 要 

◆ 取組の内容 

マイナンバーカードを活用した「書かない窓口」を拡充するため、福祉部障がい福祉課

の１課２窓口にノーライトシステムを追加導入します。 

 

◆ 取組の目的・背景 

令和３年度以降、８課１２窓口にノーライトシステムを導入し、多い課では月当たり５０

０件以上の利用があり、申請者の負担軽減や利便性向上に寄与しています。 

令和４年５月に整備された「障害者による情報の取得及び利用並びに意思疎通に係

る施策の推進に関する法律（障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進

法）」では、障がいのある人の意思疎通において、障がいの種類や程度にあったコミュニ

ケーション手段を選べるようにすることが規定されており、この取組の実施について平塚

市障がい者団体連合会から要望が出ています。 

 

◆ 取組により得られる効果 

   各種申請において、マイナンバーカードに格納されている情報（住所、氏名、性別、生

年月日）を専用システムで読みとり、申請書が自動作成されるため、今回導入する障が

い福祉課では、障がいのある方の負担軽減や、窓口対応の迅速化が大きく見込まれま

す。 

   利用想定件数 ５００件／月 

 

◆ 開始予定時期 

   令和６年３月上旬 

 

◆ 利用の対象者 

   一般の市民（特に障がいのある方） 

 

◆ 県内（あるいは全国）他団体の状況 

   障がい福祉における手続きにおいて、マイナンバーカードを利用したノーライトシステ

ムの導入事例は、把握している限りでは神奈川県内で例がありません。 
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部 署 企画政策部 マイナンバー推進課 マイナンバー推進担当 

担 当 課長代理 小島 

電 話 0463‐26‐3781（直通） 

 


